
私のキャンパスライフ 
 
コンセプト 
私は数年前コロナウイルスの流⾏を受け 1 年半の間休学をしていた。その間

は社会⼈として働いていた。今年度から復学した今、改めて⾃分⾃⾝の思い描
いていたキャンパスライフについて考え制作に臨んだ。 
 
⼤学⽣になるということは⽩紙のキャンバスに⽴ち、⾃分⾃⾝の夢や⽬標に向
かって線を描き、⾊を着け新しい⾃分を⾒つけるということではないかと考え
た。 
 
夢も⽬標も違う仲間たちが集い、学び、楽しいことも⾟いことも沢⼭あるキャ
ンパスライフで、新⼊⽣には⾃分だけの特別なキャンパスライフを描いていっ
て欲しいという願いを込めて、敢えてシンプルなデザインにした。 
 
「どこに居るかでは無く、そこで何をするか。」 
 
このキャンパスガイドの余⽩には⼊りきらないほどの思い出と学びをこれから
のキャンパスライフで描いていって欲しい。 
 
 
デザイン説明 
私達のキャンパスライフを⽀えてくれている津⽥沼キャンパス、実籾キャン

パスは、これまでのキャンパスライフで感じてきた優しさや楽しさを表現した
く、⼿描きの柔らかい線で描いた。⾊には校章でも使⽤されている⾚⾊を使⽤
した。 
⿃⼈間コンテストの機体には、新⼊⽣に新たな世界に⾶び⽴つような⾃由な気
持ちを感じて欲しいと思い取り⼊れた。 
 
このキャンパスガイドを何年経って⾒返しても「素敵だな」と思えたり、思い
出が蘇るような、そんなキャンパスガイドになって欲しい。 




